
 

入善町員会が県に要望していた項目で，５月 23日、24に松田、井田両議員が、各部局と交渉し

てきました。その中の主な項目と回答です。 

                         

危機管理局 防災・危機管理課  

●災害対応に被災自治体が当たるのは困難。イタリアでは、国の市民保護局が災害対策の直接指揮

を執り、被災地の近隣自治体に号令を出し、大型のテント等の資機材を被災地に運び込ませるよ

うにしている。日本でも国主導で災害対策に当たる省庁を設置するよう求めること。 

回答 ４月の市町村とのワーキンググループで課題を共有している。必要に応じて国に要望してい

く。能登半島地震では被災地に２３０組の毛布や段ボールベッドを届けてきた。 

●被災者が体育館に雑魚寝している状況は、百年前と変わらない。最低限、家族単位で過ごせるテ

ントや簡易ベッドの備蓄などを自治体に求め、そのための財政措置も図ること。 

回答 プライバシーの確保に間仕切りの資材の確保など、生活環境の課題を市町村とも共有してい

る。県としても段ボールベッド備蓄している。 

●激甚災害で電気や水道、下水道施設などのインフラが破壊された時に備え、国と協調し各自治体

に発電機やトイレカーを配備し、被災地に運び込めるようにすること。 

回答 昨年、魚津市がトイレトレーラーを県内で初めて導入した。市町村で発電機等の資器材を確

保できるよう、国に財政措置を要望していく。 

●日本海地震・津波調査プロジェクトで行われた北陸沖地殻構造探査の結果、黒部川河口付近での

活断層の存在が明らかにされた。同断層の詳細な調査研究を早期に進めるよう、国に求めること。 

回答 さらなる調査が必要なことから今後も国に要望していく。国の調査は主に太平洋側を中心に 

調査されてきていることから、北陸地方の調査も求めていく。 

●魚津断層帯を震源とする地震及び、同断層帯と糸魚川沖断層を震源とする地震・津波による人的

被害及び住宅被害の想定を明らかにすること。 

回答 どの断層で想定が可能か専門家と協議したい。 

 

土木部関係 

●県道北羽生入善線の椚山消防分団屯所横から東側での拡幅では、必要ならば土地を購入してでも

促進すること。 

回答 ４３０ｍの区間をまずは土地購入を伴わないフレッシュアップ事業で対応したい。進捗状 

況を踏まえ土地購入は検討したい。 

●県道小摺戸芦崎線の報徳・園家地内で消雪装置が未設置なので設置すること。 

回答 能登半島地震後漏水が増えており、復旧順位をつけて改修に当たるので新設は困難。入善 

町内で１カ所新設工事を進めている。 

●県道入善朝日線の春日地内で路面が劣化しており、舗装のやり直しをすること。 

回答 指摘の箇所の劣化は認識している。他にも劣化箇所があり優先順位を決めながら対応した   

い。 

  

  



 

農林水産部関係 

●今年度は多くの農家が富富富に切り替えているが、希望した量の種モミが確保できなかった。来

年度は、農家が希望する量を確保できるようにすること。 

回答 令和６年度は作付け希望が当初の想定を超えたことから、可能な限り希望に応えるために必

要最小減の種もみを配布した。令和７年度は２千㏊を目指す。 

●県独自の農業機械や施設などへのきめ細やかな支援策を充実すること。 

回答 県内の集落営農の組織化は全国 1位で、集落営農が取り組むスマート農業化の機械導入に

後継者の確保と抱き合わせて支援している。 

●園家山のマツクイムシ被害は終息しておらず、報徳地内にも感染が広がっている。 

①伐倒処理に十分な予算を確保すること。必要な時は補正予算で対応すること。 

回答 昨年度は 45㎥伐倒処理した。薬剤散布や樹幹注入も行っていく。必要な予算は確保して 

いる。 

②保安林機能を維持するために、伐倒処理した所への補植を継続すること。 

回答 これまで黒松５００本植樹している。今後も地元の要望に応えて取り組んでいく。 

●クマやサル、イノシシによる被害防止のためにも引き続き里山再生整備事業を実施すること。 

回答 県の水と緑の森作り税で行われる事業。入善町内では３地区で計画されており、すでに交 

付決定している。 

 

教育委員会関係  

●ここ数年、杉沢に人の手が加えられず、雑木や草が繁茂し荒れ始めているので、対応を検討する

こと。 

回答 ３月に文化庁の担当者に現地を見てもらった。町は、新たに保存管理計画つくるとのことで、

文化庁に指導をしてもらった。今後も文化庁と相談しながら、町の相談に応じていく。 

●児童生徒と保護者、教員の相談、支援強化にスクールカ 

ウンセラーを大幅に増員すること。 

回答 今年度 95 人から 106 人へと大幅に増やした。常時配置に向けた財政措置を国に要望してい

く。 

 

交通政策局関係 

●あいの風鉄道富山に、入善駅のトイレの床の段差を解消すること、及び西入善駅のトイレに車い

すでも入れるように働きかけること。 

回答 入善駅の段差の解消の工事が進行中で６月中に完成する。西入善駅については、会社に伝え

てきており改めて伝える。 


